
第５回PIERSフォーラム 参加者 55名 

「英国桟橋の魅力を日本に活かす」 

 
平成 30 年 4 月 23 日（月）15:30～17:30 SCOPE 6 階会議室 

 

フォーラムの趣旨  

＜人々が海を楽しむ桟橋＞を核とする英国の海岸都市の持つ魅力を、 

日本の海岸づくり、街づくりに取り入れて、地域活性化に繋げる方策を考える。＞ 

第５回フォーラムのテーマ 

『英国桟橋の魅力を日本に活かす』 
 

１．開会挨拶                PIERS 研究会会長 古土井 光昭 

２．ディスカッション 

  〇コーディネーター    ＜配布資料＞  PIERS 研究会副会長 井上 聡史 

  〇話題提供 

シリーズ「英国桟橋の魅力を語る」 第 2 回 

     ウェストン・スーパーメア・グランド桟橋、サウスエンド桟橋 

               ＜配布資料＞  PIERS 研究会理事 大野 正人  

シリーズ「日本の海岸で桟橋を活かす」第 1 回 

     １）別府海岸    ＜配布資料＞   PIERS 研究会会員 井上 憲 いであ（株）  

２）那覇・豊見城海岸 ＜配布資料＞  PIERS 研究会会員 山下 徹 五洋建設（株） 

 〇会場との質疑応答・討論 

３．閉会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 開会挨拶 

PIERS 研究会古土井会長 

 

http://www.piers.jp/news/PIERSforum05_haifu1.pdf
http://www.piers.jp/news/PIERSforum05_haifu2.pdf
http://www.piers.jp/news/PIERSforum05_haifu3.pdf
http://www.piers.jp/news/PIERSforum05_haifu4.pdf


 

 

 

 

 

 

 

話題提供講師、会場の参加者一体となり活発なディスカッションが行われました 

「英国桟橋の魅力を語る」シリーズ第 2 回  

ｳｪｽﾄﾝ･ｽｰﾊﾟｰﾒｱ･ｸﾞﾗﾝﾄﾞ桟橋、ｻｳｽｴﾝﾄﾞ桟橋 

大野正人理事 

 

「日本の海岸で桟橋を活かす」シリーズ第 1 回  別府（井上憲会員） 沖縄（山下徹会員） 

 

コーディネーターコメント 

井上聰史副会長 

 

 


